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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2025-2026年度クラブ方針 

「例会に出席しよう 

      みんなに会おう」 

させて頂きます。 

松村君：玉木久登有田市長、有田RCへお越し下さりあり

がとうございます。お話楽しみにしています。 

橋爪（誠）君：玉木市長、ようこそ有田RCへ。本日の卓話よ

ろしくお願いいたします。 

菅原君：玉木市長、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日

の卓話楽しみにしています。川口さん、先日はありがとう

ございました。 

嶋田君：玉木市長、ようこそ有田ロータリークラブへ。卓話

楽しみです。勉強させて頂きます。 

福田君：有田市長 玉木様、本日の卓話よろしくお願い致

します。 

川口君：有田市長 玉木久登様、ようこそ有田RCへ。本日

の卓話宜しくお願い致します。勉強させて頂きます。 

 

 

〔例会運営小委員会 上野山（捷）委員〕 

本日の出席者１６名／２４名     

（うち出席規定免除者６名／７名）  

 

〔木本会長〕 

 昨日で、広島原爆投下から80年がたち

ました。そして8月9日には長崎原爆の

日、8月15日には終戦の日と共に80年が

経過します。テレビや新聞では戦争の惨

事を伝える放送や記事が流れています。 

 私たちの日々の生活は平和の上に成り

立っています。毎日の仕事や、仕事帰りに一杯呑みに

いったり、家庭に帰ってから家族との団欒、そしてロータ

リー活動などいまの当たり前な日常のすべては平和でな

ければできないことだと思います。 

 しかし世界では、ロシアによるウクライナへの侵攻や、イ

スラエルとパレスチナの対立など、日本では考えられない
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前回の報告（第３１２４回例会） 

令和７年８月７日(木）  

〔木本会長〕 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 松村副委員長〕 

ゲスト：玉木 久登氏（有田市長） 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

配偶者誕生：井上 恵実様（8/8） 

          おめでとうございます！！ 

 

〔川口SAA〕 

木本君：有田市長 玉木久登様、ようこそ有田ロータリー

クラブへ。本日の卓話宜しくお願い致します。 

児嶋君：本日は大変お忙しい中、玉木久登市長、卓話誠

にありがとうございます。「今日より楽しい明日の有田市

へ」勉強させて頂きます。よろしくお願い致します。 

成川（守）君：玉木市長様、ようこそ有田RCへ。卓話ありが

とうございます。 

石垣君：有田市長 玉木久登様、ようこそ有田ロータリー

クラブへ。本日の卓話よろしくお願い致します。 

岩橋君：玉木久登市長、卓話よろしくお願いします。 

上野山（捷）君：有田市長 玉木様、ようこそ有田RCへお

越し下さいました。本日の卓話よろしくお願い致しま

す。 

中村君：玉木市長、ようこそ有田RCにお越し頂きました。

本日の卓話よろしくお願い致します。コロナがまた増加

しています。御注意お願いします。 

宮井君：有田市長 玉木様、ようこそ有田RCへお出で下

さいました。本日の卓話よろしくお願い致します。拝聴

    令和７年８月２１日 第３１２５回 

・会員卓話：手島 政嘉 君 

  

・ソング：「四つのテスト」 

  令和７年８月２８日 第３１２６回 

・外部卓話：間下敦司氏（地区地域社会奉仕委員会  

 委員長）森山ジェニー氏（地区ファシリテーター） 

・ソング：「我等の生業」 
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会員増強・新クラブ結成推進月間 

ような惨事が毎日のようにニュースで流れてきます。 

ロータリーの7つの重点分野に、「平和の推進と紛争予

防」があります。紛争の予防や解決、難民支援、異文化

間の交流と対話などを通じて、より平和な世界を目指して

います。 

ロータリークラブの平和推進の具体的な内容として、次

のような活動が行われています。 

紛争の予防と解決： 

紛争の根本原因に対処するため、貧困、差別、教育機

会の欠如、資源の不平等な配分といった問題に取り組ん

でいます。 

難民支援： 

紛争や迫害によって故郷を追われた人々の支援を行っ

ています。 

異文化間の交流と対話： 

異なる文化を持つ人々が交流し、理解を深める機会を提

供することで、相互理解と平和を促進しています。 

ロータリー平和センターの運営： 

平和と紛争解決分野の専門家を育成するため、世界６か

所の大学にロータリー平和センターを設置し、奨学金を

提供しています。 

平和フェローシップの支援： 

平和構築に貢献できる人材を育成するため、平和フェ

ローシップを通じて、修士号取得や専門能力開発を支援

しています。 

地域社会における平和構築： 

地域社会で平和を構築するためのプロジェクトを支援し、

ロータリー会員が積極的に参加することで、世界的な影

響を生み出すことをめざしています。 

積極的平和の推進： 

政府の機能、ビジネス環境、人権、隣国との関係、情報

流通、人的資本、腐敗、資源配分など、平和な社会を築

くための要素を考慮した活動を行っています。 

 

 ロータリークラブは、これらの活動を通じて、地域社会

から世界レベルまで、平和な環境を構築することを目指

しています。 

 そして、私たち個人としても、平和な社会を築いていく

ために何が大事かをよく考えていく必要があると思いま

す。 

 

〔児嶋幹事〕 

1.国際ロータリー 業務推進室から会員増強・新クラブ結

成推進月間 リソースのご案内 回覧 

2.国際ロータリー第2640地区 

・2025-2026年度地区大会事務所開所のお知らせ 回覧 

・ガバナー事務所の夏季休暇のお知らせ 回覧 

3.有田2000ロータリークラブから2025年8月7日(木)より電

話番号・FAX・メールアドレス変更の案内が届いていま

す。 回覧 

4.田辺東RCから週報が届いています。 回覧 

5.公益財団法人 ロータリー日本財団より確定申告用寄

付金領収書が届いています、該当者に本日配布しま 

す。再発行はできませんので宜しくお願い致します。 

6.2640地区の例会変更の掲示をしています。後ろの方の

黒板に掲示しています。 

7.第2回定例理事会が例会終了後、5階経済クラブで開

催されます。理事・役員の方はよろしくお願いします。 

 

 

※ロータリー財団.米山記念奨学委員会〔中村委員長〕 

 本日、中村吉伸君より財団特別寄付、米山特別寄付を

頂きました。多額のご献金ありがとうございました。 

 

 

「今日より楽しい明日の有田市へ」 

 有田市長 玉木 久登 様 

 皆さま、こんにちは。有田市長の玉木

です。本日は有田ロータリークラブ例

会という貴重な場にお招きいただき、誠

にありがとうございます。日頃より地域

の発展にご尽力いただいている皆さま

に、心より感謝申し上げます。 

 本日は、有田市が現在力を入れて取

り組んでいる4つのテーマ、「マリー

ユー」「防災」「SAF（持続可能な航空燃料）」「人材育成」

についてご紹介いたします。 

 まず「マリーユー」は、結婚、出産、子育て、こどもの自

立までを切れ目なく支援するパッケージです。地域全体

で子育てを応援する風土を根付かせることを目指してお

り、少子化が深刻化する中、時代やニーズに応じた支援

の見直しを行いながら、より実効性のある取組へと進化さ

せてまいります。 

 次に防災についてです。全国的に豪雨災害が頻発す

るなか、有田市でも雨水による浸水リスクが高まっており

ます。これを受け、従来の「流す」治水に加え、「貯める」

治水の考え方も取り入れ、雨水貯留施設の整備や家庭

での雨水桶設置の推進を検討しています。また、指定避

難所の環境整備や情報発信の強化、自主防災組織へ

の支援、防災教育の充実を図ることで、「命を守る」まち

づくりを進めてまいります。 

 3つ目のSAF事業は、ENEOS跡地を活用し、持続可能

な航空燃料を軸とした次世代エネルギー拠点の形成を

目指すものです。すでにENEOSによる無害化工事が進

行中で、今後はバイオ燃料や水素など新たなプラントの

誘致とカーボンニュートラルに資する新たな企業誘致を

進め、雇用創出や地域経済の活性化につなげていきま

す。 

 最後に人材育成についてです。本市では、4つの中学

校を統合し「有和中学校」を昨年度より開校いたしまし

た。ICT教育や探究学習を取り入れ、生徒一人ひとりの

個性を尊重しながら、郷土愛を育む教育を推進していま

す。教職員の研修も強化し、学校と地域が一体となって

未来の有田市を担う人材の育成に努めています。 

 今後とも皆さまと連携し、「今日より楽しい明日の有田

市」を目指し、市民幸福度向上に努めてまいります。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 

 

 閉会・点鐘 〔木本会長〕 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 


